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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒンジにより開閉可能に支持された扉の内面側に設置されて両側端部に設けられた支持
腕に対向して案内溝が設けられ、平坦部に複数の段部からなる階段状受け部が設けられた
断面コ字状の内板と、
　扉の内側であって前記内板の最下部に設けられた扉ポケットと、
　該扉ポケットの回転軸側の周壁から他方の側の周壁に向って延設され、前記扉ポケット
の収納部を前後に仕切る横方向仕切り板と、
　該横方向仕切り板を前記他方の側の周壁より距離ａ手前でほぼ直角に内側に折曲げて先
端部を内側の周壁に連結した縦方向仕切り板と、
　該縦方向仕切り板と前記他方の側の周壁との間に配設され、前記縦方向仕切り板に沿っ
て前後方向に摺動可能に設けられた転倒防止板と、
　両側面に前記扉の内板に設けた案内溝に摺動可能に嵌合される突起部を有し、底部の下
面に前記内板に設けた階段状受け部の段部に着脱可能に係止する係止手段が設けられ、前
記最下部に設けた扉ポケットの上方において前記内板に上下に移動可能に設けられた上部
の扉ポケットと
を備えたことを特徴とする冷蔵庫。
【請求項２】
　ヒンジにより開閉可能に支持された扉の内面側に設置されて両側端部に設けられた支持
腕に対向して案内溝が設けられ、平坦部に複数の段部からなる階段状受け部が設けられた
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断面コ字状の内板と、
　扉の内側であって前記内板の最下部に設けられた扉ポケットと、
　該扉ポケットの回転軸側の周壁から他方の側の周壁に向って、該他方の側の周壁より距
離ａ手前まで延設され、前記扉ポケットの収納部を前後に仕切る横方向仕切り板と、
　該横方向仕切り板の自由端と内側の周壁との間に、該横方向仕切り板とほぼ直交して着
脱可能に配設された縦方向仕切り板と、
　該縦方向仕切り板と前記他方の側の周壁との間に配設され、前記縦方向仕切り板に沿っ
て前後方向に摺動可能に設けられた転倒防止板と、
　両側面に前記扉の内板に設けた案内溝に摺動可能に嵌合される突起部を有し、底部の下
面に前記内板に設けた階段状受け部の段部に着脱可能に係止する係止手段が設けられ、前
記最下部に設けた扉ポケットの上方において前記内板に上下に移動可能に設けられた上部
の扉ポケットと
を備えたことを特徴とする冷蔵庫。
【請求項３】
　前記横方向仕切り板の折曲げ部又は自由端から、前記他方の側の周壁までの距離ａが９
０～９５ｍｍであることを特徴とする請求項１又は２に記載の冷蔵庫。
【請求項４】
　前記上部のポケットに設けた係止手段は、
　該扉ポケットの底部の下面に設けた一対のガイドレール及び該ガイドレールの手前側に
設けた係止突部と、
　手前側に手掛け部を有し、幅方向の中央部の前後方向に設けられて手前側に開口する円
筒状の摺動部に、コイルばねが装着されたガイド軸が挿入された係止レバーとを有し、
　該係止レバーを前記扉ポケットの前記ガイドレールに摺動可能に装着して前記ガイド軸
の端部を前記上部の扉ポケットの係止突部に当接させ、該係止レバーを前記コイルばねに
より前記階段状受け部側に付勢することを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載
の冷蔵庫。
【請求項５】
　前記上部のポケットは、前記最下部に設けた扉ポケットの食品収納部から前記係止レバ
ーが前記階段状受け部の最下段に係止したときの底部までの高さが３１０ｍｍから４２０
ｍｍの範囲内において３～６段階に高さ調整しうることを特徴とする請求項４に記載の冷
蔵庫。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、冷蔵庫に係り、より詳しくは、冷蔵庫の扉に設けた扉ポケットの使い勝手を
向上することのできる冷蔵庫に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　冷蔵庫の扉の内面側に設けた断面ほぼコ字状の内板には、大きな収納物（例えば、牛乳
パック、２リットルペットボトル、ドリンクピッチャなど）を入れる最下段の容器と、小
さい収納物（例えば、缶飲料やビン詰め食品など）を入れる上段の容器との２種類の容器
（扉ポケット）が設けられている場合が多い。
【０００３】
　従来の冷蔵庫の扉体の最下段に設けたポケットに、上方及び後方が開放されて収納物を
収納すると共に、冷蔵庫の扉体に着脱可能に設けられたポケットを有し、このポケットの
本体内を前後に仕切り、左右端部がポケット本体の両側面部と一体成形されてポケット本
体を前後方向に２分割する仕切り板を設けたものがある（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】特許第３１１９０６４号公報（第２－３頁、図１）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１の扉体の最下段に設けたポケットは、ポケット本体内を前後方向に２分割す
る仕切り板を設けたので、ポケット本体の変形が防止されてポケット本体の湾曲及び扉体
からの脱出を防止することができ、また収納容積を大きくすることができる。しかしなが
ら、近年、最下段扉ポケットに背の高い２リットルペットボトルや幅広タイプのドリンク
ピッチャなど、大型の物品の収納が増加しており、このような大型の物品をポケット本体
の仕切り板で分割された前面側エリアに収納すると、奥側エリアに収納した物品の取出し
が困難になり、また、これら大型の物品を奥側エリアに収納すると、取出す際に上方の扉
ポケットなどに衝突したりするなど、いずれの場合も大型の物品の出し入れが困難であっ
た。
【０００６】
　本発明は、上記の課題を解決するためになされたもので、大型物品や他の収納物の出し
入れ性、整理性を改善した使い勝手のよい扉ポケットを備えた冷蔵庫を提供することを目
的としたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る冷蔵庫は、ヒンジにより開閉可能に支持された扉の内面側に設置されて両
側端部に設けられた支持腕に対向して案内溝が設けられ、平坦部に複数の段部からなる階
段状受け部が設けられた断面コ字状の内板と、扉の内側であって前記内板の最下部に設け
られた扉ポケットと、該扉ポケットの回転軸側の周壁から他方の側の周壁に向って延設さ
れ、前記扉ポケットの収納部を前後に仕切る横方向仕切り板と、該横方向仕切り板を前記
他方の側の周壁より距離ａ手前でほぼ直角に内側に折曲げて先端部を内側の周壁に連結し
た縦方向仕切り板と、該縦方向仕切り板と前記他方の側の周壁との間に配設され、前記縦
方向仕切り板に沿って前後方向に摺動可能に設けられた転倒防止板と、両側面に前記扉の
内板に設けた案内溝に摺動可能に嵌合される突起部を有し、底部の下面に前記内板に設け
た階段状受け部の段部に着脱可能に係止する係止手段が設けられ、前記最下部に設けた扉
ポケットの上方において前記内板に上下に移動可能に設けられた上部の扉ポケットとを備
えたものである。
【０００８】
　本発明に係る冷蔵庫は、ヒンジにより開閉可能に支持された扉の内面側に設置されて両
側端部に設けられた支持腕に対向して案内溝が設けられ、平坦部に複数の段部からなる階
段状受け部が設けられた断面コ字状の内板と、扉の内側であって前記内板の最下部に設け
られた扉ポケットと、該扉ポケットの回転軸側の周壁から他方の側の周壁に向って、該他
方の側の周壁より距離ａ手前まで延設され、前記扉ポケットの収納部を前後に仕切る横方
向仕切り板と、該横方向仕切り板の自由端と内側の周壁との間に、該横方向仕切り板とほ
ぼ直交して着脱可能に配設された縦方向仕切り板と、該縦方向仕切り板と前記他方の側の
周壁との間に配設され、前記縦方向仕切り板に沿って前後方向に摺動可能に設けられた転
倒防止板と、両側面に前記扉の内板に設けた案内溝に摺動可能に嵌合される突起部を有し
、底部の下面に前記内板に設けた階段状受け部の段部に着脱可能に係止する係止手段が設
けられ、前記最下部に設けた扉ポケットの上方において前記内板に上下に移動可能に設け
られた上部の扉ポケットとを備えたものである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、扉ポケットの幅方向に区画された手の届く領域に牛乳パックの如き大
型物品を収納するようにしたので、視認性がよく、収納物を容易に出し入れすることがで
きる。
　また、上記の扉ポケットを扉の内板の最下部に設け、その上方に設けた扉ポケットを、
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最下部の扉ポケットに収納する物品の高さに応じて、その高さ位置を片手操作により容易
に調整できるようにしたので、安価で故障が少なく、使い勝手のよい冷蔵庫を得ることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施の形態１に係る冷蔵庫の冷蔵室の扉を開いた状態を示す正面図であ
る。
【図２】図１の扉の斜視図である。
【図３】図１の扉の詳細斜視図である。
【図４】図３の最下段扉ポケットの分解斜視図である。
【図５】本発明の実施の形態２に係る冷蔵庫の最下段扉ポケットの分解斜視図である。
【図６】本発明の実施の形態３に係る冷蔵庫の扉の断面図（図１のＡ－Ａ断面に相当）で
ある。
【図７】図６のＢ部の拡大図である。
【図８】図６の要部の分解斜視図である。
【図９】図８の中段扉ポケットの下面斜視図である。
【図１０】図９の係止レバーの分解斜視図である。
【図１１】図７の係止手段の作用説明図である。
【図１２】図７の係止手段の作用説明図である。
【図１３】図２の最下段扉ポケットに収納されるドリンクピッチャの斜視図である。
【図１４】図２の最下段扉ポケットに収納されるドリンクピッチャの斜視図である。
【図１５】図２の最下段扉ポケットに収納されるドリンクピッチャの斜視図である。
【図１６】図２の最下段扉ポケットに収納される２リットルペットボトルの斜視図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
［実施の形態１］
　本発明の実施の形態１に係る冷蔵庫を示す図１～図３において、１は冷蔵庫本体で、最
上段には冷蔵室２が設けられており、上ヒンジ７ａと下ヒンジ７ｂとにより開閉可能に支
持された観音開きの扉１０ａ，１０ｂ（以下、単に１０と記すことがある）を備えている
。
　３は引出し扉を備えた製氷室、４は引出し扉を有し各室の温度帯を切換える切換室、５
は引出し扉を有する冷凍室、６は同じく野菜室である。なお、以下の説明では、扉１０の
外面側を前面側又は奥側といい、内面側内側又は手前側という。
【００１２】
　冷蔵室２の扉１０ａの内面側に設けた断面ほぼコ字状の内板１１には、例えば、牛乳パ
ック、２リットルペットボトル、ドリンクピッチャなどの大型物品を収納する容器２０（
以下、最下段扉ポケットという）と、例えば、缶飲料やビン詰め食品などの小物を収納す
る容器３０（以下、中断扉ポケットという）、及びさらにその上に設けた小物を収納する
容器３０ａ（以下、上段扉ポケットという）とが設けられている。なお、以下の説明では
中段扉ポケット３０を上部の扉ポケットと言うことがある。
【００１３】
　最下段扉ポケット２０は、図２～図４に示すように、ほぼ台形状の底部２１の外周の手
前側（内側）及び左右の周壁２２ａ，２２ｂ，２２ｃを有し、左右の周壁２２ｂ，２２ｃ
の奥側（前面側）が、扉１０の内板１１の両側に設けた支持腕１１ａに取付けられて、内
板１１との間に収納部２６が形成されている。
【００１４】
　この最下段扉ポケット２０は、扉１０ａのヒンジ７ａ，７ｂ側（回転軸側）に取付けた
周壁２２ｂ（以下、一方の側の周壁という）から、収納部２６を前後方向に２分割するよ
うに他方の側の周壁２２ｃに向って延設された横方向仕切り板２３を、他方の側の周壁２
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２ｃから距離ａ手前の位置において、手前側の周壁２２ａに向ってほぼ直角に折曲げて、
この折曲げ部２３ａの先端部を手前側の周壁２２ａと一体に連結し、縦方向仕切り板２４
が形成されている。
【００１５】
　２５は一方の縁部の上下に設けた嵌合部２５ａが、縦方向仕切り板２４の上下に、前後
方向摺動可能に嵌合して縦方向仕切り板２４と他方の側の周壁２２ｃとの間に配設された
転倒防止板である。なお、図示してないが、転倒防止板２５を縦方向仕切り板２４に沿っ
て摺動させ、所望の位置で停止させたときに、この転倒防止板２５をその位置にロックす
るロック手段を設けてもよい。
【００１６】
　これにより、最下段扉ポケット２０の内板１１、縦方向仕切り板２４、転倒防止板２５
及び他方の側の周壁２２ｃに囲まれた領域に、ドリンクピッチャなどを収納する大型物品
収納部２７が形成される。なお、横方向仕切り板２３の折曲げ部２３ａと他方の側の周壁
２２ｃとの間の距離ａは、実施例では９０～９５ｍｍであった。
【００１７】
　ところで、最下段扉ポケット２０には、通常、ドリンクピッチャのような大型物品が収
納されるが、このような大型物品の一例を図１３～図１６に示す。
　図１３～図１５はドリンクピッチャの斜視図で、図１３に示すボトルタイプのドリンク
ピッチャ１００は、横幅ｗが１４０～１５０ｍｍ、縦幅ｄが８５～９０ｍｍで、高さｈが
２４０～２７０ｍｍである。
　また、図１４に示す給水口を有するドリンクピッチャ１００ａは、横幅ｗが８５～９０
ｍｍ、給水口を含む横幅ｗ1が１３０～１５０ｍｍで、縦幅ｄ及び高さｈは、図１３のド
リンクピッチャ１００と同じで、８５～９０ｍｍ、２４０～２７０ｍｍである。
【００１８】
　図１５に示すタイプのドリンクピッチャ１００ｂは、上端部の外径Ｄが１３０～１５０
ｍｍ、下端部の外径Ｄ1が８５～９０ｍｍで、高さｈは２４０～２７０ｍｍである。
　また、図１６に示す２リットルペットボトル（以下、単にペットボトルという）の斜視
図で、このペットボトル１０１の横幅ｗは１００～１１０ｍｍ、縦幅ｄは８５～９０ｍｍ
で、高さｈは３００～３１０ｍｍである。
【００１９】
　本実施の形態によれば、上記のような大型物品であるドリンクピッチャ１００～１００
ｂなどを、図２に示すように、最下段扉ポケット２０に設けた幅方向ａが９０～９５ｍｍ
に区画された大型物品収納部２７に、例えば、縦幅ｄが８５～９０ｍｍのドリンクピッチ
ャ１００を縦幅方向を前後にして収納し、前面側を扉１０の内板１１に当接させ、内側（
手前側）を転倒防止板２５で保持するようにしたので、視認性がよく扉１０の開放時に簡
単に手の届く大型物品収納部２７にドリンクピッチャ１００などを容易かつ確実に収納し
、取出すことができる。また、扉１０の開閉時に収納物に対する衝撃が緩和され、移動し
たり破損したりすることがなく、安定して保持される。
【００２０】
［実施の形態２］
　図５は本発明の実施の形態２に係る冷蔵庫の扉に設けた最下段扉ポケットの分解斜視図
である。
　実施の形態１では、最下段扉ポケット２０に設けた横方向仕切り板２３を、折曲げ部２
３ａで内側に折曲げて、内側の周壁２２ａと一体に縦方向仕切り板２４を形成した場合を
示したが、本実施の形態は、縦方向仕切り板を横方向仕切り板２３とは別体に構成したも
のである。
【００２１】
　本実施の形態に係る冷蔵庫の最下段扉ポケット２０は、横方向仕切り板２３は、一方の
側の周壁２２ｂから他方の側の周壁２２ｃに向って、他方の側の周壁２２ｃより距離ａだ
け手前の位置まで延設して形成されている。一方、縦仕切り板２４ａは横方向仕切り板２
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３とは別体に形成され、前面側（奥側）の上下に横方向仕切り板２３の端部（以下、自由
端という）に設けた係合部２３ｂに係合する係止部２４ｂを有し、他端の下部に最下段扉
ポケット２０の底部２１に設けた係合部（図示せず）に係合する係止部２４ｃを設けたも
のである。
【００２２】
　そして、縦方向仕切り板２４ａは、その係止部２４ｂを横方向仕切り板２３の係合部２
３ｂに係合させ、係止部２４ｃを底部２１に設けた係止部に係合して最下段扉ポケット２
０に着脱可能に取付けられる。なお、転倒防止板２５は、実施の形態１の場合と同様に、
その嵌合部２５ａが縦方向仕切り板２４ａの上下に前後方向に摺動可能に取付けられる。
【００２３】
　本実施の形態によれば、実施の形態１の最下段扉ポケット２０と同様の効果を得ること
ができるが、さらに、縦方向仕切り板２４ａを横方向仕切り板２３とは別体に形成し、横
方向仕切り板２３及び底部２１に着脱可能に取付けるようにしたので、例えば、扉１０の
開閉時における収納物の移動や衝突を係合部により減衰してより緩和することができ、最
下段扉ポケット２０及びこれに収納した収納物の破損等を防止することができる。
　また、最下段扉ポケット２０へ収納する収納物の形状や大きさなどによっては、縦方向
仕切り板２４ａを取外すことにより、容易に収納することができる。
【００２４】
［実施の形態３］
　図６は本発明の実施の形態３に係る冷蔵庫の扉の断面図（図１のＡ－Ａ断面に相当）、
図７は図６のＢ部の拡大図、図８は図６の要部の分解斜視図である。
　下部に最下段扉ポケット２０を有する扉１０ａの内板１１の支持腕１１ａの上下方向の
中間部付近には、対向して上下方向に案内溝１２が設けられており、また、内板１１の平
坦部の幅方向の案内溝１２に対応した位置には、複数の段部１３ａからなる階段状受け部
１３が設けられている。
　本実施の形態においては、階段状受け部１３の段部１３ａは３～６段に設定している。
これは、１段や２段では従来仕様との有意差が小さいので、使用者にとってメリットが小
さく、また、段数が多すぎると１段の可動量（可動高さ）が小さくなりすぎて逆に使い勝
手が悪くなるので、本実施の形態では、段部１３ａを３～６段に設定したのである。
【００２５】
　中段扉ポケット３０は底部３１の周縁部に周壁が立設されており、両側の周壁の外面に
は、内板１１の支持腕１１ａに設けた案内溝１２に嵌合して、上下に 摺動可能な突起部
３２が設けられている。また、底部３１の下面の前後方向には、図９に示すように、後述
の係止手段４０を構成する係止レバー４１が摺動可能に嵌合する一対のガイドレール３３
が設けられており、ガイドレール３３の手前側の中央部には、係止突部３４（図７参照）
が設けられている。
【００２６】
　係止レバー４１は、図１０に示すように、手前側から奥側にかけて凹部４３が設けられ
、その奥側には係止部４４が形成された本体部４２を有し、本体部４２の手前側端縁部に
は下方に突出した手掛け部４５が設けられている。
　４６は凹部４３の幅方向の中央部において前後方向に設けられ、手前側に開口する半円
状の 摺動溝で、ストッパリブ４７ａ、４７ｂが設けられている。
【００２７】
　４８は本体部４２に設けた摺動溝４６の上面を閉塞するカバーで、摺動溝４６とにより
断面円形の摺動部を形成する半円状の溝４９が設けられている。
　５０は本体部４２の摺動溝４６とカバー４８の溝４９とによって形成された摺動部内に
摺動可能に挿入されるガイド軸で、ばね受け部５１が設けられている。５２はガイド軸５
０に先端部からばね受け部５１まで嵌合されるコイルばねである。
【００２８】
　上記のような各部からなる係止手段４０は、コイルばね５２が嵌合されたガイド軸５０
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を、ばね受け部５１を本体部４２の摺動溝４６の手前側のストッパリブ４７ａの奥側に位
置させ、コイルばね５２の先端部を奥側のストッパリブ４７ｂの手前側に当接させて、カ
バー４８を被せてビス等により固定し、組立てられる。
【００２９】
　このようにして組立てられた係止手段４０は、図７、図９に示すように、係止レバー４
１を中段扉ポケット３０の底部３１の下面に設けたガイドレール３３に手前側から挿入し
、ガイド軸５０の後端部を係止突部３４に当接させる。
　これにより、係止レバー４１はコイルばね５２に付勢されて前進し、図１１に示すよう
に、その先端の係止部４４が内板１１に設けた階段状受け部１３の段部１３ａに係合し、
内板１１の支持腕１１ａの案内溝１２に嵌合した突起部３２とにより、中段扉ポケット３
０は３点支持され、その位置に保持される。
【００３０】
　中段扉ポケット３０の高さ位置を調整する場合は、図１２に示すように、係止レバー４
１に設けた手掛け部４５に指を掛け、コイルばね５２の付勢力に抗して係止レバー４１を
手前（矢印方向）に引くと、係止レバー４１は中段扉ポケット３０の下面に設けたガイド
レール３３に沿って後退し、係止部４４が階段状受け部１３の段部１３ａから離脱する。
　この状態で手掛け部４５に指を掛けたまま中段扉ポケット３０を所定の位置まで押し上
げて（又は押し下げて）、手掛け部４５から指を離せば、係止レバー４１はコイルばね５
２に付勢されて前進し、係止部４４が階段状受け部１３の段部１３ａに係止し、中段扉ポ
ケット３０は所定の高さ位置に保持される。
【００３１】
　実施例では、図３に示すように、最下段扉ポケット２０の食品収納面から係止レバー４
１が階段状受け部１３の最下段の段部１３ａに係止したときの中段扉ポケット３０の底部
までの高さＨが３１０ｍｍから４２０ｍｍの範囲まで調整可能であった。
【００３２】
　一般に、最下段扉ポケット２０には、前述のような牛乳パック、２リットルペットボト
ル１０１、ドリンクピッチャ１００～１００ｂなどの大型物品が収納される場合が多く、
各使用家庭においては、最下段扉ポケット２０に収納する物品（図２にはドリンクピッチ
ャ１００を収納した場合を示してある）の高さに応じて、出し入れを容易に行うことがで
きるように、中段扉ポケット３０の高さ位置を変えられることが望ましい。
【００３３】
　本実施の形態によれば、最下段扉ポケット２０に収納する収納物の高さに応じて、その
上方の扉ポケット３０の高さ位置を片手操作により容易に調整することができるので、安
価で故障が少なく、使い勝手のよい冷蔵庫を得ることができる。
　また、扉ポケット３０の高さ調整を行うための階段状受け部１３を内板１１の幅方向の
１か所に設けると共に、この階段状受け部１３へ係止又は離脱する機能と使用者が操作す
る機能とを１個の係止レバー４１に持たせたので、構造が簡単で安価でありその上故障の
少ない係止手段４０を得ることができる。
【００３４】
　上記の説明では、図１の右側の扉１０ａに本発明を実施した場合を示したが、左側の扉
１０ｂに本発明を実施してもよく、さらに両方の扉１０ａ,１０ｂに実施してもよい。
　また、上記の説明では、図１の冷蔵庫の扉に本発明を実施した場合を示したが、これに
限定するものではなく、例えば、片開きの扉を有する冷蔵庫に実施してもよく、さらに構
造の異なる冷蔵庫の扉に実施してもよい。
【符号の説明】
【００３５】
　１　冷蔵庫本体、２　冷蔵室、７ａ，７ｂ　ヒンジ、１０ａ，１０ｂ　扉、１１　内板
、１１ａ　支持腕、１２　案内溝、１３　階段状受け部、１３ａ　段部、２０　最下段扉
ポケット、２１　底部、２２ａ，２２ｂ，２２ｃ　周壁、２３　横方向仕切り板、２４，
２４ａ　縦方向仕切り板、２５　転倒防止板、２６　収納部、２７　大型物品収納部、３
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０　中段扉ポケット（上部の扉ポケット）、３０ａ　上段扉ポケット、３１　底部、３２
　突起部、３３　ガイドレール、３４　係止突部、４０　係止手段、４１　係止レバー、
４２　本体部、４３　凹部、４４　係止部、４５　手掛け部、４６　摺動溝、４７ａ,４
７ｂ　ストッパリブ、４８　カバー、４９　溝、５０　ガイド軸、５１　ばね受け部、５
２　コイルばね、１００～１００ｂ　ドリンクピッチャ、１０１　２リットルペットボト
ル。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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【図７】

【図８】

【図９】
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【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】
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